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私は小さい子と話したり遊んだりするのがと
ても大好きです。実験コーナーに関わると、
小さい子がたくさん遊びに来てくれます。楽し
そうに遊んでいる姿を見ると準備をしてきて良
かったと心から思います。
「家でもやりたいから詳しい方法を知りたい」
と尋ねて来られるお母さんもいらっしゃいます。
事前に準備した原理や作り方のプリントが役
立つときも嬉しいです。
３学年合同で文化祭に取り組むことは珍し
いと思います。同じ班にならなかったら関わら
なかったかもしれない人と仲良くなることもで
きます。私は、友達でも先輩・後輩でも家族
でもないような数コミの団結感と雰囲気がとて
も大好きです。

３年 栗田桃萌（春日中出身）

私は全校生徒の前で行う発表に携わりました。最初は発表
する２人でパワーポイントや原稿を準備していましたがそれ
は間違いでした。内容に行き詰まってしまいました。しかし、
クラスメイトたちの力を借りると、たくさんのアイディア、工夫が
次々と生まれてきました。自分たちの発表が充実したものに
なっていく感触がありました。
もちろん本番は大成功！たくさんの人たちが楽しみながら
私たちの発表を聞いてくれました。人に頼ること、協力するこ
との大切さを身に染みて感じることができました。
こんな体験は数コミじゃないとできない、そう思いました。

２年 古本 怜士（香椎第３中出身）

５月３１日（金） 香煌祭（文化祭）校内発表
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【科学実験コーナー】

装置を絵にかき、それをいざ作ってみ
ると、幾度となく壁にぶつかりました。「こ
の角度では鉄球が回らない」、「カップか
らボールが出てしまう」など失敗の連続で
した。そんな時、後輩たちが積極的に改
善案を出してくれたおかげで、試行錯誤
の結果思い通りに動く装置を完成させる
ことができました。
数コミには他のクラスにはない縦のつな
がりがあり、学年を越えた仲間と作り上げ
たことに大きな意味があると思います。

３年 山邉 裕太郎（久山中出身）

６月１日（土） 香煌祭（文化祭）一般公開


